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	 平成３０年度の都中音の事業も先日３月１０日（土）港区立白金の丘学園で実施された創作コンクール

を最後に、すべての事業を無事終了することができました。これも偏に都中音研常任理事の皆様方を始め、

各地区理事、会員の皆様方の御協力があってこそと改めて感謝申し上げます。 
	 また、２月５日（火）に府中の森芸術劇場に於て開催されました東京都中学校音楽教育研究会第３９回

平成３０年度研究発表会には３００を超える参観者を得て、成功裏に終了することができました。ご来場

頂いた各地区会員の皆様方には心より感謝申し上げますと供に、各地区に於きまして研究発表内容の伝達

につきまして何卒宜しくお願い申し上げます。 
	 東京都中学校音楽教育研究会では、毎年様々な事業を展開しております。本年度も、会員名簿の作成、

配布、会報ストレッタの発行、総会、授業研究部の研究活動、専門研修、基礎講座の開催、合唱研修、創

作コンクールの実施など多岐にわたる事業を展開してまいりました。いずれの事業も東京都中学校の音楽

教育の質や指導力の向上に欠かせない事業であり、発展的に継続していかなければなりません。そのため

には、本研究会の一番の母体である常任理事会の人材確保と常任理事会の定例開催、安定した財源確保が

必要となります。また、各地区理事の皆様方のご支援、御協力無くしては研究発表会のような大きな事業

は、常任理事だけでは到底賄いきれません。 
	 こうした現状下の中、次年度全日本音楽教育研究会全国大会東京大会が開催されます。全日音東京大会

の中枢機関である企画会では全国各地から千人を超える参観者を見込んでいます。本大会の中学校部会は

１０月３１日に府中の森芸術劇場に於て、日本の伝統的な歌唱、合唱、器楽、創作、鑑賞の５本の授業を

公開し、山崎先生の合唱、後藤先生の創作、野本先生の鑑賞の３本のワークショップを行います。各地区、

会員の皆様方には万障繰り合わせの上、ご参加頂きますようお願い申し上げますと供に、運営スタッフと

して御協力頂ける方は、是非ともお力添えをお願いいたします。 
	 結びになりましたが、各地区の会員の皆様方の益々のご健勝と、各地区の音楽教育の尚一層のご発展を

祈念申し上げまして、私からの年度末のご挨拶といたします。 
 
１	 報告 
（１）２月２１日（木）全日本音楽教育研究会全国大会東京大会企画会（武蔵野音楽大学） 
（２）３月	 ６日（水）全日本音楽教育研究会第２回常任理事会（武蔵野音楽大学） 
（３）３月１０日（土）東京都中学校音楽教育研究会創作コンクール 

入賞者発表会・表彰式（港区立白金の丘学園） 
（４）３月１３日（水）全日本音楽教育研究会全国大会東京大会企画会（練馬ココネリ） 
（５）３月２２日（木）全日本音楽教育研究会全国大会東京大会研究部会（練馬ココネリ） 
 


